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[近年の主要論文］

本研究会では、細胞生物学的なアプローチに基づく疾患研究を推進している研究者を講師

として招き、疾患発症メカニズムや治療法開発についての理解を深める機会を創出します。

第3回となる今回は、当該研究領域において素晴らしい業績を上げている清水博士にご講

演をお願いしました。清水博士は、新学術領域研究「オルガネラ・ゾーン」の領域代表を

務めていらっしゃります。オルガネラ、特にオートファジーについて、分子機構・生物学

的意義・疾患発症との関係などの観点から、最新の知見をお話しいただきます。

本研究会への皆様のご参加をお待ちしております。他部局の方のご参加も歓迎いたしま

す。本セミナーは、大学院特別講義を兼ねています。大学院生の皆様も、ぜひご来聴くだ

さい。
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